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2013年度業績

1 . 学会・研究会発表　

１）第８回　神奈川民医連　学術・運動交流集会

　　開催日　　2013年 6 月 9 日（日）

　　会　場　　ウィリング横浜

演　題 発表者 職　種 共同演者

ＮＳＴ活動の現状 長谷川文子 管理栄養士 ＮＳＴスタッフメンバー一同

訪問看護研修を経ての学び 相原　祥子 看護師

体重増加不良児に対する関わり 長屋　明美 看護師 小児科担当スタッフ

患者さんの療養生活を支えるとりくみ
～環境整備を中心に～ 安倍　淑乃 看護師 辻、佐藤（あ）、竹内、木田、

青堀、石川

偽膜性大腸炎を通して学んだ感染対策 森　美由紀 看護師 4階病棟Ｂチーム

患者家族との関わりを通して 徳森　真穂 看護師 4階病棟Ａチーム

転倒転落　～一事例を通して介護職としての役割～ 都丸　洋輝 介護福祉士

障害受容へのアプローチ
～家族面談から患者をとらえる～ 記虎　暖世 看護師

認知・高次脳機能障害の患者へのアプローチを再考する 松野　　篤 ヘルパー 南 2階病棟スタッフ一同

リハビリ病棟で中年期（中年後期）を迎えた女性患者への
支援 豊田　　勉 看護師 南 2階病棟スタッフ一同

外来透析患者に集団栄養指導を試みて
～栄養サポートチームの展望～ 野田　陽子 看護師 宮田洋子、稲岡美和

当院での小児リハビリテーションについて 赤羽ゆたか 作業療法士 成田洋子、村越妙美、手塚優

アキレス腱断裂後のリハビリテーションについて 田村　智和 理学療法士

ペルー国籍を持つターミナルの方の帰国支援を通して 高橋　靖明 ソーシャル
ワーカー

みんなが主役！の社保委員会をめざして 平舘　浩美 事　務 高橋靖明

インフルエンザ　～院内感染防止の取り組み～ 渡邉寿美子 看護師 和田浄史　他
（川崎協同病院感染対策チーム）

イガクタイ　～民主医療の未来を切り拓く仕事～ 木下　博志 事　務
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２）第37回　川崎医療生活協同組合　活動交流集会

　　日　時　　2014年 3 月14日（金）

　　会　場　　川崎市労働会館（サンピアンかわさき）

演　題 発表者 職　種 共同演者

医療安全管理の到達と課題 宗　　和弥 医療安全
管理専従者

アスベストＸ線読影に取り組んで 安西　光洋 医　師

～その人に合った装具を目指して～
脳梗塞により歩行動作能力が低下した50歳代男性の症例 小野島裕二 理学療法士

キャッチボールと代償道具と身近なひととの関わりを活か
して介入した高次脳機能障害を呈した症例 市川　明美 作業療法士

起立時重心が後方へ偏位してしまう患者に対して立ち上が
りの反復訓練を行った結果 田中　麻未 理学療法士

脳血管障害によりうまく言葉が伝えられない患者との関わりで
学んだこと 金子　成克 看護師

血液透析患者に透析中の下肢運動を試みての今後の展望
～ソフトユウユウボールを使用して～ 野田　陽子 看護師

当院における透析患者への睡眠時無呼吸症候群に対する取
り組み 宍戸　修平 臨床工学

技士

履物の違いが歩行、階段昇降に与える影響 飛知和健司 理学療法士

標準型車いすでのシーティングを行った脳卒中片麻痺患者
の一例 川口　美保 理学療法士

作業療法士の関わり方によって訓練に対する意欲がみられ
た一症例 伊豆明紀美 作業療法士

フルマッチのキセキ！　～ 7年ぶりの奇跡の軌跡を追う～ 木下　博志 事　務 国分博子

食道狭窄の食事に対する看護 七海　元樹 看護師

生活リズムが整うことの大切さ　～昼夜逆転をされている
患者様と関わって～ 梅澤　茉莉 看護師 北 2階病棟スタッフ一同

行動が落ち着かない患者が穏やかな生活を過ごせるように
なるまで　～病棟での関わりを振り返って～ 塩谷　裕子 看護師 南 2階病棟一同

食事動作が訓練室より実動作業面において汎化されなかっ
た症例 大迫　秀輔 作業療法士

協同病院介護部会　～立ち上げ～今年度の報告～ 都丸　洋輝 介護福祉士 川崎協同病院介護部会

低体温予防による身体への影響
　～術後合併症の軽減に繋がる行動～ 和田　涼子 看護師

自衛隊について調べたこと　～川崎協同病院　社保・平和
委員会／平和学習グループの活動報告～ 岡田　　馨 助産師

村上一洋、毛部川あゆみ、近藤正隆、
本田きみ、寺屋康貴、佐藤未奈、
谷口亜海花、高橋修一、宗和弥

実習生へのアプローチ　～学生担当にできること～ 森　　晋二 看護師 平舘浩美
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そ　の　他

演　題 発表者 職　種 共同演者

生活保護って何？　～川崎協同病院　社保・平和委員会／
社保学習グループの活動報告～ 盛長　義文 調理師 鈴木、稲岡、紙谷、竹内、山崎、

成、児玉、高橋

糖尿病患者さんへの指導を通して学んだこと 林　絵美華 看護師

糖尿病患者の学習　～受容とインスリン導入～ 加藤　絵理 看護師

エンド・オブ・ライフ　～その人らしさとは～ 佐々木千恵 看護師

認知症患者の安眠獲得を目指して 佐藤　卓也 介護福祉士

食欲不振の高齢者への関わり 高田　　鈴 看護師

覚醒度改善目的に食事場面へ介入した症例 矢澤真紗美 作業療法士

18trisomyにより人工中絶術を通して感じた出生前診断のあ
り方について 齊木　好美 医　師 長尾智子、高橋肇、李龍姫

手術室の感染対策
　～感染防止の項目を加えた術後訪問用紙を開始して～ 加藤　美月 看護師 河村、津野、山本、小泉、小林、

和田

若年出産をした母親への面接から見えてきたこと 武藤　静江 看護師 小児科スタッフ一同

尿破棄の指導を通して学んだこと 野尻　珠代 看護師

ＫＹＫ推進の取り組みと評価 三橋　恒志 看護師 平岡、水野、長島、記虎、佐藤、
小山、山崎、毛部川、芳賀、宗

医療と介護の架け橋
　～介護・医療地域連携の会をスタートさせて～ 小森　千絵 看護師 荻野郁子、安藤一美、堀口理恵、

鍵屋真理、白倉仁慈、高橋靖明

地域連携室の課題と展望　～ 1年後～ 柳井　房子 事　務 小森千絵

○人寄れば文殊の知恵外来　～若手医師の外来振り返り～ 堀井　睦夫 医　師 勝又聡彦、中村澄江、能城一矢、
吉田絵理子、石井愛、平田真一

在宅後の患者・家族を支えるために
　～退院支援を通して学んだこと～ 長島　由美 看護師

大腿骨頚部骨折患者の在宅復帰に関わる因子の検討 山岸　保則 理学療法士

10代の特定妊婦とのかかわりから 佐藤麻美子 ソーシャル
ワーカー

家族に見守られた住宅でのお看取りまでの関わり 鈴木　あい 看護師

腹水中ＡＤＡ高値が診断の契機となった結核性腹膜炎の一例 藤原　敬久 医　師 中村澄江、吉田絵理子、平田真一

これまでの日常生活に戻るための関わり 佐藤　知美 ソーシャル
ワーカー

一緒に歩み、泣いて、笑って
　～高次脳機能障害者家族支援を通して～ 手呂内裕美 ソーシャル

ワーカー

在宅調整も看護のひとつ
　～65歳未満の受け持ち患者からの学び～ 阿部　飛鳥 看護師

セクハラ・パワハラの学習を企画しての教訓 教育委員会

川崎協同病院における新しい後期研修プログラムの取り組み 能城　一矢 医　師

輝ける院外研修報告 石井　　愛 医　師
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３）他

年月日 学会・研究会 演　題 発表者 職　種 共同演者

2013年
4 月11日

民医連関東地協新入
医師オリエンテー
ション（東京）

講演：いい医療者になりなさい 和田　浄史 医　師

4月19日
～21日

第116回
日本小児科学会総会
（広島）

無保険の外国人の子供たちへの医療提供：
無料低額診療制度と外国人こども医療互助会 高村　彰夫 医　師 他

5月26日 日総研セミナー
（名古屋）

講演： 終末期の意思決定支援・デスカンファ
レンス・コミュニケーションのポイント 和田　浄史 医　師

6月22日 第58回
日本透析医学会総会 アミオダロンによる間質性肺炎の一透析症例 桜井　　彰 医　師 平田真一、尾野大洋、

澤田大地、吉田絵理子

6月28日 第14回
日本言語聴覚学会 脳損傷患者に使用する硬貨検査作成の試み 城間　優美 言　語

聴覚士
井堀奈美、小林玲奈、
荒木重夫

6月28日 第14回
日本言語聴覚学会

重度失語症の一例における数・計算訓練の経
過 小林　玲奈 言　語

聴覚士
井堀奈美、城間優美、
荒木重夫

7月20日 具進会川崎支部会 腰痛の診断と治療　－そのピットフォール－ 原　　弘明 医　師

7月25日
第 8回
川崎南部緩和ケア
フォーラム

講演： エンドオブライフにおける意思決定支
援 和田　浄史 医　師

7月28日 日総研セミナー
（福岡）

講演： 終末期の意思決定支援・デスカンファ
レンス・コミュニケーションのポイント 和田　浄史 医　師

8月 4日

第34回
民医連の医療と研修
を考える医学生のつ
どい（豊橋）

講演：患者に寄り添うこと 和田　浄史 医　師

8月 8日 神奈川県学校保健研
究会（横浜） 講演：保健室での創傷管理 和田　浄史 医　師

8月31日
民医連チーム医療研
修実践交流集会
（東京）

講演：What’s the Democratic Team
　　　Building for the Min-Iren？ 和田　浄史 医　師

9月29日 民医連東日本小児医
療研究会

当院を受診したヘノッホ・シェーンライン紫
斑病患者の後方視的検討 能城　一矢 医　師 他

9月29日 民医連東日本小児医
療研究会

若年出産をした母親への面接から見えてきた
こと 武藤　静江 看護師 小児科スタッフ一同

10月
第12回
臨床研修交流会
（東京）

初期研修医はチーム医療のリーダーになれる
のか？ 和田　浄史 医　師

10月
第12回
臨床研修交流会
（東京）

研修医が残る病院!? 川崎協同病院 佐野　允哉 医　師

10月 4 日 全日本民医連第11回
学術・運動交流集会 外来透析患者に集団栄養指導を試みて 宮田　洋子 看護師 野田陽子、稲岡美和

10月 4 日 全日本民医連第11回
学術・運動交流集会

アキレス腱断裂後のリハビリテーションにつ
いて 田村　智和 理　学

療法士

10月 4 日 全日本民医連第11回
学術・運動交流集会 A病院での小児リハビリテーションについて 赤羽ゆたか 作　業

療法士
成田洋子、村越妙美、
手塚優

10月 5 日

第56回
全国医学生ゼミナー
ル第 6回全国準備委
員会（東京）

講演： 医療者に求められること
　　　－必要なのは知識・技能・態度だけか？－ 和田　浄史 医　師
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年月日 学会・研究会 演　題 発表者 職　種 共同演者

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

脳損傷患者に使用する貨幣検査作成の試み 城間　優美 言　語
聴覚士

井堀奈美、小林玲奈、
林友里、伊藤光太郎、
荒木重夫

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

当院における転倒・転落の現状
　～傾向からみる転倒予防について～ 田中　祥太 理　学

療法士

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

行動が落ち着かない患者が穏やかな生活をす
ごせるようになるまで
　～病棟でのかかわりを振り返って～

佐藤　照美 看護師

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

当院回復期リハビリテーション病棟の歩み 高橋　政雄 作　業
療法士 田口愛子

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

血液透析患者に透析中の下肢運動を試みての
今後の展望 野田　陽子 看護師

川口洋子、宮田洋子、
鈴木亜美、竹田美香、
山口みどり、稲岡美和

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

回復期リハビリテーション病棟における褥瘡
の発生と対策 玉那覇かずみ 看護師

10月10日

第23回
全日本民医連
神経リハビリテー
ション研究会（沖縄）

認知症患者の安眠獲得を目指して
　 ～排泄プロジェクトチームの取り組みにつ
いて～

佐藤　卓也 介　護
福祉士

10月12日 日総研セミナー
（東京）

講演：終末期の意思決定支援・デスカンファ
レンス・コミュニケーションのポイント 和田　浄史 医　師

10月26日

日本感染管理ネット
ワーク
第10回
神奈川地方会研修

川崎協同病院結核対応実践報告 渡邉寿美子 看護師

11月 日本臨床外科学会
（名古屋）

S-1+CDDP+Transtuzumab による化学療法が
奏功した多発し肝・脾・肺・リンパ節転移を
伴う高度進行胃癌の 1例

小倉　礼那 医　師 福田直人、和田浄史、
仁木径雄、佐野允哉

11月 日本外科感染症学会
（神戸）

Kodamea ohmeri によるカテーテル関連血流
感染症の 1例 佐野　允哉 医　師

福田直人、和田浄史、
仁木径雄、小倉礼那、
佐々木弥生、西村麻裕
子

11月 8 日 全国腎疾患管理懇話
会

経皮的冠動脈形成術後の医原性橈骨動静脈瘻
によりうっ血性心不全をきたした血液透析患
者の 1例

平田　真一 医　師 中村澄江、桜井彰

11月 8 日 全国腎疾患管理懇話
会

当院における透析患者への睡眠時無呼吸症候
群に対する取り組み 宍戸　修平 臨床工学

技　　士

11月12日 神奈川東部
ＦＮＴＦの会

回復期リハビリテーション病棟受け入れで生
じている問題点 原　　弘明 医　師

11月16日
第325回
日本小児科学会神奈
川地方会

上大静脈症候群で発症したT細胞型急性リン
パ性白血病 重光　幸栄 医　師 他

12月 8 日 神奈川胎児エコー
研究会

講演：ベーシック産科エコー講座第 5回
　　　「胎児腹部のスクリーニング～消化管疾患」 高村奈緒美 臨床検査

技　　師

12月11日 川崎医療生協基礎研
修 4年目研修（川崎）講演：民医連の医療者に求められること 和田　浄史 医　師
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年月日 学会・研究会 演　題 発表者 職　種 共同演者

12月18日 共立高等看護学院卒
業研究発表会（甲府）記念講演：寄り添いつづけること 和田　浄史 医　師

12月22日 山形県民医連医系学
生のつどい（天童） 記念講演：患者に寄り添うこと 和田　浄史 医　師

2014年
1 月18日

神奈川民医連事務職
責者研修（横浜）

講演： チーム医療と事務職責者に求められる
こと 和田　浄史 医　師

1月29日
第346回
川崎市小児科医会
症例検討会

先天性絞扼輪症候群の 2例 髙島　明美 医　師 他

1月29日
第346回
川崎市小児科医会
症例検討会

診断に時間を要したダウン症児の穿孔性腹膜炎 伊東　　藍 医　師 他

2月 1日 神奈川民医連看護セ
ミナー（横浜） 講演： 3つの視点・ 4つの優点にこだわる 和田　浄史 医　師

2月 2日 臨床研修指導医
講習会（東京） 講演：患者－医師関係と研修医－指導医関係 和田　浄史 医　師

2月10日 介護医療地域連携の
会（川崎）

講演： 支えるエンドオブライフケア
　 －病棟から在宅への移行は、なぜスムーズ
にいかないのか？－

和田　浄史 医　師

3月
第13回
神奈川県緩和医療研
究会（横浜）

緩和ケアにおけるケアリング　－チームにお
けるケアリングの多重双方向性－ 和田　浄史 医　師

3月 8日 日本内科学会
関東地方会 SIADHが先行したギラン・バレー症候群の一例 髙島　明美 医　師 吉田絵理子、廣瀬真次、

南雲清美

3月16日 神奈川県理学療法士
学会

回復期リハビリテーション病棟における転倒
の傾向　～入院時FIMと靴に着目して～ 山岸　保則 理　学

療法士

3月22日 地協小児科部会
「若手小児科医の会」

ヘノッホ・シェーンライン紫斑病；紫斑病性
腎炎に至りカクテル療法を施行された 1例 能城　一矢 医　師 他

3月24日

第35回
民医連の医療と研修
を考える医学生のつ
どい・ 3月つどい
（東京）

講演：医療者に求められること 和田　浄史 医　師

書籍名 年、巻、号、
ページなど 題　　　　名 著　者 職　種 共同著者

日本腹部救急
医学会雑誌
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－1339,2013

Upside down stomach を呈した巨大食道
裂孔ヘルニアの 1例 福田　直人 医　師 仁木径雄、佐野允哉、

小倉礼那、和田浄史

継続看護時代
の外来看護 2013年冬号 外来診療における患者との円滑なコミュニ

ケーション力 和田　浄史 医　師

2 . 論文発表　


